
ホッケー日本リーグ機構

【各試合の結果・詳細】
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13分早田、30分早田、32分宮田

ジャッジ 西松　孝治

福井クラ

福井クラブのセンターパスで試合が開始された。13分、小矢部RED OXは#10早田がサークルインと同
時に素早いプッシュシュートを放ち、先制点を挙げる。対する福井クラは14分、右サイドのパス回しか
らセンタリングをあげ、それを受けた#13渡辺がプッシュシュートを決め、すかさず同点に追いついた。
両チーム共に一歩も譲らない状態が続く中、27分、福井クラはPCから#2為国のフリックが左下に決ま
り同点に。すると30分に小矢部Rは、#10早田がキーパーをかわし、倒れこみながらのリバースシュート
を決め追いつくと、その勢いのまま32分にも、#10早田のパスから#2宮田がシュートを決め勝ち越しに
成功する。
後半に入り43分、福井クラはパス回しからセンタリング、そのタッチシュートは惜しくも枠に当たり得点
できない。その後は一進一退の攻防で、お互い譲らない展開。迎えた58分、福井クラは#18小林がリ
バースシュートを決め、遂に同点に追いつく。そして66分、福井クラはPCから#2為国が左上にフリック
を決め、勝ち越しに成功、そのまま試合が終了し、福井クラが逆転でシーソーゲームを制した。結果、
福井クラは第6位で次週のプレーオフ進出、小矢部Rは第8位となった。
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岐阜朝日クラブのセンターパスから試合が開始される。両チーム共に序盤から激しい攻撃を仕掛け
る。4分、天理大学ベアーズはPCを取得、右からのタッチシュートを狙うが枠を外れる。続く13分、岐阜
朝日の#27森が左サイドからセンタリング、それを#19横山がタッチシュートし、先制点を挙げる。その後
もたて続けに岐阜朝日は攻めに入り、14分、18分と天理大学ゴールを脅かすと、迎えた26分、#10伊
藤が高い位置からインターセプト、そのまま持ち込んでシュートし追加点を挙げる。まずは1点が欲しい
天理大学は、28分、32分とゴール前での決定的なチャンスを作るが決めきれない。そのまま前半は2
－0で折り返す。
後半になっても両チーム共に一歩も引かない展開。41分、岐阜朝日がＰＣを取得、#2百成がフリック
シュートを右上に決め突き放す。天理は57分、右サイドからパスでえぐり込み、真ん中にいた#9落合が
落ち着いて決めて一矢報いるが、そのまま試合は終了し、3－1で岐阜朝日が勝利した。この結果、岐
阜朝日が第３位、天理大学が第4位でそれぞれ次週のプレーオフへと駒を進めた。
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Selrio島根のセンターパスで試合が開始される。序盤から立命館大学ホリーズはボールをキープしな
がら前線へと攻め入るが、セル島根を守備陣を崩せず、ゴール前までは辿りつけない。セル島根も隙
をみて攻めの姿勢へと転じるがゴール前にはたどり着けない。迎えた15分、立命館大はPCを取得、し
かしフリックは右に外れ得点に至らない。その後28分、31分と立命は立て続けにPCのチャンスを得る
が決めることが出来ない。　そのままスコアレスで前半を折り返す。
後半に入り、両チームともに攻撃が激しくなる。46分、立命館大のPCによるタッチシュートはセル島根
の守備陣に阻まれる。そして50分、セル島根はPCから#13加納のフリックが左中段に決まり、先制点を
挙げる。追いつきたい立命館大は63分、右サイドから#1藤吉がタッチシュートを決め同点に追いつく。
勢いに乗る立命館大は65分、PCを獲得。勝ち越しを狙うが、フリックシュートはＧＫにセーブされ、その
まま試合は終了した。
結果、立命館大は第2位で次週のプレーオフへ。セル島根は第10位となった。

テクニカルオフィサー

31 2 勝敗

立命館大

1

勝点 9

- 1
1



ホッケー日本リーグ機構

【各試合の結果・詳細】

＜得点＞
：
：

＜戦評＞

＜得点＞
：
：

＜戦評＞

勝点

勝点 10

　東農大のセンターパスから試合が開始された。１分山梨学院の打ち込みから＃５小森がシュートを
放つが枠を捕えられない。続く５分山梨学院がＰＣを獲得するが得点にはいたらない。９分東農大も
ＰＣを得るが山梨学院のＤＦに阻まれる。１７分山梨学院＃１０草野がスルーパスからのプッシュ
シュートで得点をあげる。２９分には山梨学院の早いリスタートからＰＣを獲得するが、東農大ＧＫの
好セーブに阻まれる。その後も一進一退の攻防が続き、山梨学院が１点リードで前半を終了。
　後半に入ると、両者の攻防はさらに激しさを増す。東農大の猛攻が続く中、山梨学院のすばらしい
ディフェンスにより得点に結びつかない。４８分東農大はＰＣから＃３吉田が強烈なフリックシュートを
ゴール右上に叩き込み同点とする。対する山梨学院は４９分にＰＣを獲得するが得点にはいたらな
い。東農大はスピードある攻撃を中心に優勢な試合運びから、６３分ＰＣから＃２山口がリバウンドを
叩き込み逆転する。その後、山梨学院が反撃にでて、７０分＃２０大家がタッチシュートを決め、終了
間際に追いつく。このまま２－２で試合が終了した。
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 名古屋Ｆのセンターパスにより試合開始。序盤から名古屋Ｆがゲームを支配する。法政大もカウン
ターからチャンスを作るが、シュートまでにはいたらない。９分、１９分と名古屋ＦがＰＣを獲得するが、
法政大の守備を崩すことはできない。３１分名古屋Ｆ＃１７橘が法政大ＤＦのミスからボールを奪い、
強烈なヒットシュートを放つが法政大ＧＫの好セーブにより得点することができない。反撃にでたい法
政大は３４分にＰＣを獲得、ヒットシュートにより得点を狙うがゴールにはならない。両チーム得点が
無いまま前半が終了。
　後半に入っても、名古屋Ｆペースで試合が進み、３８分、４１分、４４分と立て続けにＰＣを得るが得
点にはいたらない。その後も名古屋Ｆは細かいパス回しで法政大ゴールを狙うが、法政大は粘り強
いディフェンスで得点を許さない。名古屋Ｆ優勢のまま試合が進み、５５分名古屋ＦはＰＣから、＃１７
橘のヒットシュートが決まり、待望の先取点をあげる。法政大も反撃から６３分にＰＣを得るが、ゴー
ルすることはできず後半が終了。１－０のスコアで名古屋Ｆが勝利した。
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　ＡＬ飯能のセンターパスから試合が開始。序盤は両チームの一進一退の攻防が続く。両チームとも
細かいパスをつなぎ、果敢に攻めるも得点には結びつかない。６分診療印刷は＃６佐藤がシュート
するがゴールにはならない。１５分診療印刷がＰＣを獲得するが、AＬ飯能GKの好セーブに阻まれ
る。反撃したいＡＬ飯能は、３１分にＰＣを獲得し＃１１北里がフリックシュートを決め、均衡を破っり、
前半が終了。
　後半も前半同様、一進一退の攻防が続く。両チームともＰＣを得るが得点にはならず、６５分診療
印刷はＰＣ獲得から、相手の反則を呼びＰＳを得る。決めたい診療印刷だったが、ＡＬ飯能ＧＫの吉
田はスーパーセーブでこれを防ぐ。このまま終了かと思われた７０分、診療印刷はＰＣを獲得し、これ
を＃６佐藤がリバウンドを押し込み同点となったところで試合終了。埼玉ダービーは、１－１の引き分
けに終わった。
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